
1988年出上の木簡

4  3

京
都
。長
岡
宮

・
京
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町

一
ノ
坪

・
森
本
町
下
森
本

・
鶏

冠
井
町
極
楽
寺

・
鶏
冠
井
町
沢
ノ
東

調
査
期
間
　
　
長
岡
官
東
辺
官
衛

。
東

一
坊
大
路
　
一
九
八
八
年
（昭
６３
）

五
月
ｉ
八
月
、
東
辺
官
衛

・
左
京

一
条
大
路
　
一
九
八
八

年
七
月
、
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点
　
一
九
八
八

年
五
月
ぞ
八
月
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
　
一
九
八
九
年

一

月
を
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
中
塚
　
良

・
山
中
　
学早
・
國
下
多
美
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

醐
　
　
一
九
八
八
年
度
に
長
岡
官

・

四

京
跡
で
木
筒
の
出
上
し
た
調
査

必「僚

は
九
件
あ
り
（官
域
二
件
、
上
京

五
件
、
右
京
二
件
）、　
そ
の
発
掘

調
査
は
四
機
関
に
わ
た
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
が
担
当
し
た
四
件
の
報
告
で
あ
る
。

一　
東
辺
官
衝

。
東

一
坊
大
路

（宮
第
二
一
〇
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
３
Ｄ
地
区
）

長
岡
京
跡
は
山
城
盆
地
の
北
西
部
、
桂
川
右
岸
に
位
置
す
る
。
官
域
は
、
盆

地
西
縁
の
向
日
丘
陵
の
東
方
に
広
が
る
低
位
段
丘
上
に
、
ま
た
京
域
の
大
半
は
、

桂
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
。
本
調
査

地
は
、
長
岡
官
を
或
せ
る
低
位
段
丘
を
す
ぐ
西
側
に
ひ
か
え
た
標
高

一
四

・
六

ｍ
の
沖
積
低
地
に
位
置
す
る
。
調
査
地
東
半
部
は
東

一
坊
大
路
路
面
に
、
西
半

部
は
東
辺
官
衝
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
東

一
坊
大
路
東
西
両
側
溝
ｓ
Ｄ
二
一
〇

一
三

・
二

一
〇
〇
三
、

宮
の
東
辺
を
画
す
る
大
垣
と
み
な
し
得
る
築
地
状
遺
構
ｓ
ｘ
二

一
〇

一
二
、
土

娠
四
基
等
を
検
出
し
た
。
東

一
坊
大
路
の
路
面
幅
は
二
三

・
二
ｍ
で
あ
る
。

木
簡
は
東

一
坊
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二

一
〇

一
三
の
中
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

本
調
査
地
の
主
な
遺
物
に
は
、
軒
瓦

。
木
器

（栓
形
・
漆
器
椀
）
。
土
師
器

・
須

恵
器

。
緑
釉
火
舎

。
習
書
墨
書
土
器

・
銭
貨
等
が
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
Ｓ
Ｄ
二

一
〇
〇
三
出
土
の
木
製
刀
形
で
、
先
端
部
に

「尾
□
」
と
線
刻
を

施
す
。

一
一　
東
辺
官
衛

・
左
京

一
条
大
路

（官
第
二
一
四
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
２
Ｂ
地
区
）

調
査
地
は
、
官
の
東
辺
及
び
東

一
坊
大
路
と

一
条
大
路
の
交
差
点
付
近
に
位

置
す
る
。
調
査
の
結
果
、　
一
条
大
路
南
側
溝
に
相
当
す
る
溝
ｓ
Ｄ
二

一
四
〇

一

を
検
出
し
た
。
溝
は
幅

一
・
二
ｍ
、
深
さ
○

・
四
ｍ
を
測
る
。
小
規
模
な
調
査



の
た
め
、
長
岡
京
期
の
遺
構
は
他
に
検
出
し
得
な
か
っ
た
。
木
簡
は
ｓ
Ｄ
二

一

四
〇

一
よ
り

一
点
出
上
し
た
。
他
に
同
溝
か
ら
は
、
長
岡
京
期
の
上
師
器
、
須

恵
器
、
瓦
、
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
な
お
、　
一
条
大
路
関
連
遺
構
の
検
出

は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。

〓
一　
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点

（左
京
第
一
九
六
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｇ
Ｚ

地
区
）

調
査
地
は
左
京
三
条
二
坊
十
六
町
北
東
部
と
左
京
三
条
三
坊

一
町
北
西
部
お

よ
び
そ
の
間
の
交
差
点
に
相
当
す
る
。
主
な
検
出
遺
構
に
は
、
二
条
大
路
路
面

Ｓ
Ｆ
一
九
六
〇
〇
、
二
条
大
路
南
北
両
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
九
六
〇
四

。
一
九
六
〇
三
、

東
二
坊
大
路
路
面
Ｓ
Ｆ
一
九
六
〇
五
、
東
二
坊
大
路
東
西
両
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
九
六

〇
二

。
一
九
六
〇

一
、
枡
列
、
溝
、
土
羨
、
柱
穴
等
が
あ
る
。
東
二
坊
大
路
西

側
溝
に
は
、
二
条
大
路
南
側
溝
と
の
合
流
地
点
に
側
板
で
護
岸
施
設
を
設
け
る
。

二
条
大
路
は
側
溝
心
々
間
約
九

・
七
ｍ
、
東
二
坊
大
路
は
約
二
四
ｍ
の
規
模
を

有
し
、
二
条
大
路
が
小
路
級
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。
ま
た
、

二
条
大
路
南
北
両
側
溝
は
、
東
二
坊
大
路
路
面
を
横
断
せ
ず
、
東
西
両
側
溝
に

流
れ
こ
ん
で
お
り
、
東
二
坊
大
路
を
二
条
大
路
に
優
先
し
て
通
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

東
二
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
は
、
墨
書
土
器
を
は
じ
め
多
く
の
遺
物
が
出
上
し

て
い
る
。
木
衛
は
、
二
条
大
路
南
側
溝
と
東
二
坊
大
路
西
側
溝
の
合
流
点
に
お

い
て
、
断
簡

一
点
が
出
上
し
た
。
二
条
大
路
南
側
濤
は
遺
物
量
が
少
な
い
が
、

主
な
共
伴
遺
物
と
し
て
、
中
房
付
遅
に

「一屋

字
を
押
印
し
た
単
弁
蓮
華
文
軒

九
瓦
、

「○
」
「
×
」
他
記
号
を
主
と
す
る
墨
書
土
器
、
線
刻
土
器
、　
土
馬
、

神
功
開
宝
等
が
出
上
し
て
い
る
。

四
　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
二
〇
八
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
１
７
地
区
）

調
査
地
は
、
左
京
二
条
二
坊
六
町
、
太
政
官
厨
家
跡
の
西
辺
中
央
部
に
位
置

す
る
。
同
町
内
で
は
過
去
六
回
の
調
査
が
行
わ
れ
、
中
央
を
東
西
に
流
れ
る
溝

Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
や
、
南
西
部
の
東
二
坊
第

一
小
路
東
側
溝
に
並
行
す
る
町
内
溝

Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
か
ら
総
計
約

一
一
〇
〇
点
の
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
も
、
Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
の
西
延
長
部
を
確
認
し
た
他
、
六
町
内
で
は
初
め

て
、
身
舎
三

・
Ｏ
ｍ
等
間
、
南
面
廂
の
出
三

。
九
ｍ
、
桁
行
二
間
以
上
、
梁
間

二
間
の
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物

一
棟
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
溝
ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
Ｉ
Ａ
（前
期
）
よ
り
六
点
、
同
Ｉ
Ｂ
（後
期
）
よ
り

一

点
、
そ
の
他

一
点
が
出
土
し
た
。
同
溝
内
出
土
遺
物
は
、
過
去
の
調
査
例
と
は

逆
に
Ａ
（前
期
）
に
多
い
。
主
な
出
土
遺
物
に
は

「厨
」
他
の
墨
書
土
器
、
土
師

器
、
須
恵
器
、
瓦
、
顔
を
墨
書
し
た
人
形
、
箸
、
木
皿
、
鉄
鏃
等
が
あ
る
。
な
お
、

Ｂ
（後
期
）
の
遺
物
量
は
少
な
い
が
、
完
形
品
の
杯
、
瓜
の
種
子
と
共
に
ガ
ラ
ス

小
玉
四
点
が
出
土
し
た
。
溝
廃
絶
に
際
し
て
の
祭
祀
の
跡
と
推
定
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
長
岡
宮
東
辺
官
衛

。
東

一
坊
大
路

ω
　
・　
白
米
五
斗

□
□
回
□
□
□
同
国
」

〔延
己

・

□
暦
八
年
四
月
十
九
日
　
　
」
　

　

　

　

（霞
∀
］実
∞
ｏ毬



1988年出上の木簡

一
一　
長
岡
官
東
辺
官
衝

・
左
京

一
条
大
路

ω
　
。
□
□
回
　
　
　
　
」

。　　　　　　　　　　　　　　　　　一口‐‐聖日‐‐｝」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岸】Φ）
〉〈（ド〇）
）スト・仰　　〇∞ド

墨
が
う
す
く
、
表
裏
と
も
文
字
の
一
部
が
か
ろ
う
じ
て
残
存
す
る
の
み
。

〓
一　
二
条
大
路

。
東
二
坊
大
路
交
差
点

ω
　
。
□
□
□

・
『
髯
監
□
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
る
受
μ
ｏ路

上
下
端
折
れ
、
表
裏
異
筆
で
、
裏
は
習
書
と
思
わ
れ
る
。

四
　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（穿
孔
）

①
　
・
寺
石
工
佐
伯
息
人
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
」

・　

　

　

　

五
年
七
月
十
四
日
岳
田
発

脚

（中
ω
Ｎ）
Ｘ
中『
×
ヽ

②
　
。
「
　
　
　
　
史
生

一
人
一
升
五
合

直
丁

□
□
　
　
□
□

〔県
己

。
「
『
勘
書
生
□
継
成
』
　
　
　
　
　
　
　
　
（中じ
入
じ
溢

①

　

「
子
綿
岡
成
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドド受
薔
溢

Φ盟

①

　

「
＜
　
　
回
回
」
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

∞実
μ受
∞
Φ駕

⑤
　
　
□
回
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

大
ミゞ

『
ｏ留

０

　

　

×
牛
勝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

益
冥
や
ｏ巴

（ｆ７‐〕　　　　　「，デ痢【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Φ∞）
）入
中ド
）Λ
伽　　ΦドΦ

①
ｉ
⑥
は
溝
ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
Ｉ
Ａ
（延
暦
六
年
前
後
堆
積
）、
⑥
は
溝
ｓ
Ｄ
一
三

〇

一
Ｉ
Ｂ
（延
暦
九
年
後
半
頃
埋
立
）
出
土
、
⑦
は
表
採
で
あ
る
。

ω
は
、
上
端
が
欠
損
す
る
が
ほ
ぼ
原
形
を
無
つ
短
冊
型
。
下
端
に
穿
孔
。
太

政
官
の
造
営
関
係
木
筒
の
一
つ
。
寺
石
工
佐
伯
息
人
は
、
既
に
長
岡
京
木
筒
配

一
に

「造
大
臣
曹
司
所
…
息
人
」
、
陥
七
に

「
工
息
人
」
と
記
す
人
物
と
同

一
人

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
延
暦
八
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
簡

に
よ
っ
て
、
佐
伯
息
人
は
東
大
寺
所
属
の
石
工
と
し
て
、
初
期
の
長
岡
京
造
営

に
派
遣
さ
れ
、
以
来
変
ら
ず
太
政
官
関
係
の
造
営
に
従
事
し
続
け
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な

っ
た
。
な
お
、
本
簡
の
日
付

（延
暦
）
五
年
七
月
十
四
日
は
、
『
続
日

本
紀
』
延
暦
五
年
七
月
丙
午
条
に

「太
政
官
院
成
、
百
官
始
就
朝
座
焉
」
と
記

す
太
政
官
院
完
成
の
僅
か
五
日
前
に
当
り
、
本
簡
の
性
格
に
興
味
が
も
た
れ
る
。

岳
田
王
は
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
四
年

一
二
月
甲
寅
条
の
任
官
記
事
に

「従

五
位
下
岳
田
王
」
と
記
す
人
物
と
お
そ
ら
く
同

一
人
で
あ
ろ
う
。

０
と
⑥
は
、
先
端
を
尖
ら
せ
た
小
型
の
付
札
状
木
簡
で
、　
一
人
の
人
名
を
記

す
。
③
牛
勝
は
、
既
に
同
溝
Ｓ
Ｄ
一
三
〇

一
Ｉ
Ｂ
か
ら
ほ
ぼ
同
形
態
で
出
上
し



た
長
岡
京
木
簡
胤
二
四
六

。
二
四
七
に
記
す

「小
縄
牛
勝
」
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

・
動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
向
日
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
―
第
２５
集
―
』
盆

九
八
九
年
）

全一　匹勒多報樹　一一解抑　帥坤み簿）

木

簡

研

究

第
誓

巻
頭
言
―
―
刀
筆
の
支
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
直
鎮

一
九
八
四
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮

・
京
跡
　
平
城
京
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
貴
寺
遺

跡
　
藤
原
宮
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
百
々
遺
跡

今
里
遺
跡
　
平
安
京
左
京
八
条
三
坊
二
町
　
平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

水
走
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
⑪
　
西
ノ
辻
遺
跡
②
　
坪
井
遺
跡
　
忍
ケ
丘
駅
前
遺

跡
　
普
賢
寺
遺
跡
　
大
庭
北
遺
跡
　
軽
里
遺
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
　
池
田
寺

遺
跡
　
道
場
塩
田
遺
跡
　
新
方
遺
跡
　
川
岸
遺
跡
　
倉
見
遺
跡
　
単削
東
代
遺
跡

赤
堀
城
跡
　
朝
日
西
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
沓
掛
城
跡
　
吉
田
城
三
ノ
丸

跡
　
坂
尻
遺
跡
　
秋
合
遺
跡
　
那
遺
跡
　
神
明
原

・
元
宮
川
遺
跡
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
　
千
葉
地
遺
跡
　
千
葉
地
東
遺
跡
　
蔵
屋
敷
遺
跡
　
小
敷
田
遺
跡

大
津
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